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健康でいきいきと暮らせるまち
　

○事業の内容
　一人暮らしの高齢者等の生活不安の解消や、人命
の安全を確保するために設置している緊急通報装置
の更新を行います。

◆問合先　福祉係

☆緊急通報装置更新事業 【事業費：1,877千円】
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○事業の内容
　在宅で生活する高齢者世帯やひとり親世帯、障がい
者世帯等に対し、経済的負担の軽減や福祉の向上を図
るため、５,０００円分の生活支援券を交付します。
◆問合先　福祉係

☆高齢者等冬の生活支援事業
【事業費：2,000千円】

　
☆全世帯無料入浴券配布事業　～温泉の入浴効果で心身共にリフレッシュ～

【事業費：8,680千円】
○事業の内容
　温泉施設の利用により、町民の皆さんの交流や健康増進を願い、
パンケの湯無料入浴券を１世帯に１０枚配布いたします。

◆問合先　福祉係

　

○事業の内容
　小学５年生から中学３年生の希望者を対象に、早期に生活習慣病を予
防することを目的として、子どもの健診を実施します。

◆問合先　保健予防係

☆子どもの生活習慣病予防健診事業 【事業費：124千円】

　

○事業の内容
　陣痛が起きた際の砂川市立病院までの
移送費を全額補助することで、妊婦の不
安を解消します。

◆問合先　保健予防係

☆陣痛タクシー事業
　

○事業の内容
　北海道医療大学の研究として、地域で生活する
元気な高齢者に対し、「楽しさプログラム」を実
施し、認知症予防の効果・検証に協力します。

◆問合先　保健予防係

☆楽しさプログラムモデル事業
【事業費：56千円】 【事業費：66千円】

　

○事業の内容
　先天性難聴児の早期発見のため、新生
児聴覚検査に要する費用を全額助成しま
す。

◆問合先　保健予防係

☆新生児聴覚検査助成事業
　

○事業の内容
　軽度又は中等度の難聴児（18歳未満）に対し、
補聴器の購入や修理に要する費用の一部を助成し
ます。

◆問合先　福祉係

☆軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成事業
【事業費：115千円】 【事業費：30千円】

　

○事業の内容
　高校生までを対象に、医療費の自
己負担分について助成します。

◆問合先　医療保険係

☆高校生以下医療費助成事業
【事業費：2,638千円】
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あらゆる世代が豊かな心を育むまち

○事業の内容
　学力向上を目的として、町営の学習塾開設いたします。

☆公設学習塾の開設　　◆問合先　学務係

○事業の内容
　学校給食の調理業務を砂川市に委託することで、保護者の負担軽減と、
安心安全で安定した給食の提供を行います。

◆問合先　学務係

☆学校給食の委託化 【事業費：15,382千円】

　

○事業の内容
　資源ごみの分別を簡略化するこ
とにより、ごみの分別をし易くし
ます。

◆問合先　生活環境係

☆資源ごみの分別方法見直し 　【事業費：3,538千円】

安全で生活環境が整ったまち

○事業の内容
　65歳以上の高齢者が運転免許証を自主返
納する場合にタクシー利用助成券（50,000
円分・３年間有効）を交付します。

◆問合先　生活環境係

☆高齢者運転免許証自主返納支援事業
 【事業費：1,244千円】

　

○事業の内容
　予約制により自宅前から公共施設等まで運行
する乗り合いタクシーの実証運行を実施します。

◆問合先　地域振興係

☆乗り合いタクシー実証運行事業
【事業費：1,800千円】

現
行

無色ビン アルミ缶 チラシ
茶色ビン スチール缶 雑誌
その他のビン 雑紙

今
後

無色ビン
茶色ビン
その他のビン

アルミ缶
スチール缶

チラシ
雑誌
雑紙

【事業費：4,876千円】

回数 隔週 回数 隔週

対象 小学４年生
～小学６年生 対象 中学１年生

～中学３年生

科目 算数・国語 科目 数学・英語

　

○事業の内容
　大学等への進学を希望される学生や家庭を支援するため、返
済免除規定がある奨学金を設けています。

☆奨学金制度 ◆問合先　学務係

就学奨学金 月額50,000円
入学奨学金 一時金500,000円
返済期間 10年間
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みんなで創るまち
　

○事業の内容
　集客につながるイベント等や町内事業所と連携して小物や
雑貨などの販売、カフェでの新メニューの開発など、さらな
る施設の利用を促進します。

◆問合先　地域振興係

☆多世代交流拠点施設「まちの駅ふらっと」活用事業 【事業費：2,060千円】

　

【移住定住者奨励金制度】
○支給要件
　　町内に住宅を新築又は中古住宅を購入し居住した方
○年齢要件　満65歳以下
○支 給 額　新築購入：200万円　中古購入：50万円
○加算要件　①16歳以下の子を扶養している方：30万円
　　　　　　②町外からの転入者：20万円

【就業者移住定住奨励金】
○支給要件
　Ⅰ．町外の方が転入し、町内の事業所に正規社員として就職した場合
　Ⅱ．町外の方がすでに町内の事業所に正規社員として就職しており、町内に転入した場合
　Ⅲ．町外の方で定住の意思を持って町内に転入し、町内に法人格を有する事業所を新たに創業し
　　　た場合
　Ⅳ．町内の方で、定住の意思を持って町内の事業所に正規社員として就職した場合
○年齢要件　満50歳以下
○支 給 額　Ⅰ～Ⅲの方：①扶養家族のいる方：20万円　②単身者：10万円
　　　　　　Ⅳの方：一律10万円

◆問合先　地域振興係

☆移住定住奨励金 【事業費：5,740千円】

　
【事業費：4,250千円】

○事業の内容
　地域経済の活性化対策や、町内における消費拡大を図るため、商
工会議所が販売する商品券発行事業に対し助成します。
10月～2,000セット。

◆問合先　地域振興係

☆プレミアム付商品券発行助成事業

魅力と活力があふれるまち

【補正予算計上予定】

○事業の内容
　町内移住者及び関係人口の創出を図るため、町内で創業する方に
対し、店舗の新築、空き店舗の購入、改築、賃借、備品購入等にか
かる経費の一部を助成します。

◆問合先　地域振興係

☆創業支援事業



　

☆公営住宅・改良住宅改善事業 【事業費：72,870千円】
　①公営・改良住宅修繕（16,240千円）
　②緑が丘団地除却工事（23,070千円）
　　・緑が丘団地（８棟32戸）
　③鶉改良住宅除却工事（7,800千円）
　　・鶉改良住宅（１棟４戸）
　④外壁塗装及び屋根塗装（18,040千円）
　　・鶉若葉改良住宅（４棟20戸）
　⑤屋根葺替工事（7,720千円）
　　・駒が台単身者住宅（２棟16戸）
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令和２年度　建設事業の概要
☆役場庁舎建設事業 【事業費：695,272千円】

☆上下水道整備事業 【事業費：73,500千円】
　①配水管布設替工事
　②フロキュレーター更新
　③測量調査実施設計業務委託
　④水道施設整備（検満量水器取替）
 ◆問合先　建設係・上下水道係

○事業の内容
　橋りょう長寿命化計画に基づき、本年度は、逢来橋の補修工事
及び緑橋の補修調査等を行います。
◆問合先　建設係

☆各種町道整備事業 【事業費：15,050千円】

○事業の内容
　昭和47年に建設された下鶉生活館を、現在の下鶉公園
の敷地内に建替を行います。
◆問合先　地域振興係

☆橋りょう長寿命化補修事業 【事業費：63,100千円】

☆下鶉生活館建替事業 【事業費：65,200千円】

○事業の内容
　本館・東館・西館の３つの建物から構成されていた役場庁
舎について、東館の改修及び西館を除却する工事を完了しま
した。今年度は、老朽化が著しく耐震化も施されていない本
館の建替えに伴う関係工事を予定しています。
◆問合先　庶務係・建設係
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令和２年度　予算の概要 一般会計・特別（企業）会計の
総額４０億５，６１４万円

会　計　区　分 令和２年度当初予算 令和元年度当初予算 比較（％）

一 般 会 計 34億5,200万円 28億8,060万円 19.8％

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険特別会計 8,394万円7,000円 8,967万円5,000円 △6.4％

後期高齢者医療特別会計 6,977万5,000円 7,152万1,000円 △2.4％

下 水 道 事 業 特 別 会 計 1億4,000万9,000円 1億3,655万9,000円 2.5％

水 道 事 業 会 計 3億1,040万9,000円 2億8,836万1,000円 7.6％

う ち 資 本 的 収 支 1億7,718万5,000円 1億5,838万7,000円 11.9％

特 別 会 計 合 計 6億　414万円 5億8,611万6,000円 3.1％

合　　　　計 40億5,614万円 34億6,671万6,000円 17.0％

一般会計予算（34億5,200万円）を円グラフで表すと・・・

①税金･････町民税や固定資産税、軽自動車税など

②使用料金･････し尿、ごみ処理に係る証紙収入や各施設の使用料など

③地方交付税･････一定の行政水準を確保するため国から支出される交付金

④国からの補助金･･･国が使途を限定して交付される支出金で負担金、補助金、委託金

⑤道からの補助金･････道が使途を限定して交付される支出金で負担金、補助金、委託金

⑥その他（財産収入、寄附金、繰入金等）･････町有財産の貸付料や職員住宅貸付収入など

⑦町債･････町が事業を行うために国や金融機関から借入れるお金

２億５，342万６，000円（7.3％）

1億７，１７６万１，000円（5.0％）

16億5,400万円（47.9％）

2億4，113万4，000円（7.0％）

1億1，236万8，000円（3.3％）

2億8，341万1，000円（8.2％）

7億3，590万円（21.3％）

歳入の内訳

歳入
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歳出

歳出の内訳

一般会計の借金残高と返済額の推移

①住民サービス費･････長寿祝品、育児用品、除雪サービス等の  
　　　　　　　　　　各種サービスにかかる経費 9億　683万1，000円（26.3％）

②各団体及び行事助成費･････老人クラブ、消費者協会や町民
　　　　　　　　　　　　　まつり、子ども祭等に対する助成 5，234万5，000円（1.5％）

③医療費･････町民が各種医療サービスを受けるための経費 3億2，398万1，000円（9.4％）
④投資的経費･････住宅や道路（除排雪経費含む）、各公共施設等
　　　　　　　　を建設及び補修するための経費 10億3，178万2，000円（29.9％）

⑤公債費･････町が各種事業を行うために、借りた資金を返すため
　　　　　　の返済金 3億5，098万円（10.2％）

⑥人件費･････町職員の給与等の支払いにかかる経費 ６億８，２１１万円（19.7％）
⑦施設管理経費･････役場庁舎、小・中学校、町民センター・体育
　　　　　　　　　  センター、保育所等を維持管理するための経費 1億397万1，000円（3.0％）

住
民
に
か
か
る
経
費
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